
 

 

 

 

 

 

 

  厚生労働省が2014年7月に発表した「国民生活基礎調査」(2012年)によると、17歳以下の「子どもの

貧困率」は16.3％、つまり6人に1人が貧困です。このような状況の中、政府は8月の閣議において貧し

い家庭の子どもの教育や生活を支援するため、初めて「子どもの貧困対策大綱」を決定しました。 

  本講演会では、子どもの貧困対策の中でも重要な「教育」に焦点をあて、子どもの貧困対策大綱の

真意を知るとともに、既に成果を出している学習支援について、企業、NPO法人、ボランティアの各立

場から、その成果や今後の可能性について事例発表を行います。 

 

＜日時＞ 2014 年 12 月 18 日（木）14:00 ～ 16:30（13:30 受付開始） 

 

＜会場＞  

日比谷コンベンションホール 大ホール 

東京都千代田区日比谷公園 1-4 旧・都立日比谷図書館 

「霞ヶ関駅」 B2、C3 出口 徒歩 3 分 

「内幸町駅」B2 出口 徒歩 3 分 

 

＜参  加  費＞   

一般 2,000 円、大学生 1,000 円、高校生以下 無料 

キッズドアご支援者・ボランティアスタッフ 無料 

 

＜申込み方法＞   

(1)申込フォームより： 

  http://ws.formzu.net/fgen/S23265627/ 

(2) FAX（03-6862-6093）または mail（info@kidsdoor.net）  あて 

  ①お名前   ②所属   ③メールアドレス、 

  ④参加費区分（一般、大学生、高校生以下、キッズド 

   アご支援者＆ボランティア） をお知らせください。 

  

＜プログラム＞ 

Ｉ．「子どもの貧困への教育へのアプローチ ～子どもの貧困対策大綱策定にあたって～」 

大谷圭介氏 文部科学省 生涯学習政策局、参事官（連携推進・地域政策担当）  

II.「企業が取り組む子どもの貧困対策」 

綿貫治子氏 ゴールドマン・サックス証券株式会社 取締役 

III.「子どもの貧困の状況と対策」 

渡辺由美子  NPO 法人キッズドア 理事長  

IV.「学習支援の効果」 

大塩 達 タダゼミ・足立 学生リーダー / 進藤克哉  東北事務所 インターン 

   V.  全体討議 

 

『 日本の子どもの貧困の特徴と対策 2014 』 
～ 学習支援活動の現場から子どもの貧困を考える ＜現状・連携・事例紹介＞ ～ 

 

主催：特定非営利活動法人キッズドア 

問合せ：特定非営利活動法人キッズドア  担当：松井、渡辺 

住所：〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町 1-5 小網町ハイツ 304 

TEL：03-6231-1029 FAX：03-6862-6093  E-mail：info@kidsfdoor.net 

 

申込フォーム 


